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ご意見をお寄せください

　今回の表紙写真は、ねむのき公園のあじさいの
写真です。満開になると公園が色とりどりのあじ
さいの花でいっぱいになります。今年もあじさい
の花が美しく咲き誇り、たくさんの人々の心を癒
してくれることでしょう。
　今後の参考のために市議会だよりについての感
想やご意見をお聞かせください。
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３
月
定
例
会
は
、
２
月
21
日
か
ら
３
月
24
日

ま
で
の
32
日
間
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
定
例
会
で
は
、
市
長
か
ら
施
政
方
針
表
明

が
行
わ
れ
、
代
表
質
問
で
は
、
６
人
の
議
員
が

施
政
方
針
や
市
政
全
般
に
つ
い
て
質
問
を
行
い

ま
し
た
。（
４
～
６
ペ
ー
ジ
参
照
）

　
一
般
質
問
で
は
、
15
人
の
議
員
が
市
政
の
重

要
課
題
を
そ
れ
ぞ
れ
取
り
上
げ
ま
し
た
。（
７

～
14
ペ
ー
ジ
参
照
）

　
採
決
で
は
、
市
長
提
出
議
案
27
件
を
原
案
の

と
お
り
可
決・同
意・承
認
し
た
ほ
か
、
議
員
提

出
議
案
２
件
を
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
令
和
４
年
度
の
一
般
会
計
予
算
は
、
前
年
度

比
0.5
％
増
の
２
７
８
億
８
０
０
０
万
円
と
な
り

ま
し
た
。

　
歳
入
の
市
税
全
体
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
経
済
的
影
響
が
前
年
度
当
初
の

想
定
よ
り
も
減
少
し
た
こ
と
な
ど
を
勘
案
し
、

前
年
度
比
５
億
２
０
０
０
万
円
増
の
１
１
４
億

５
０
０
０
万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。
歳
出
で

は
、
市
役
所
新
庁
舎
建
設
費
用
や
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
の
費
用
な
ど

（
３
ペ
ー
ジ
参
照
）
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　
特
別
会
計
の
合
計
額
は
１
５
３
億
１
０
０
万

円
、
企
業
会
計
の
合
計
額
は
61
億
７
７
６
０
万

２
０
０
０
円
で
、
全
会
計
を
合
わ
せ
た
蕨
市
全

体
の
予
算
規
模
は
４
９
３
億
５
８
６
０
万
２
０

０
０
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
定
例
会
で
可
決
し
た
議
員
提
出
議
案
の
内

容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
期
末
手
当
の
削
減

　
市
議
会
議
員
の
期
末
手
当
に
つ
い
て
、
今
年

度
か
ら
０
・
15
月
分
を
減
額
し
ま
す
。
ま
た
、

特
例
措
置
と
し
て
、
令
和
４
年
６
月
支
給
分
に

つ
い
て
は
、
令
和
３
年
12
月
支
給
分
の
０
・
15

月
分
を
減
額
し
ま
す
。

◆�

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
侵
攻
に
対

す
る
抗
議
決
議

決
議
全
文　
ロ
シ
ア
は
、
我
が
国
を
含
む
国
際

社
会
が
強
く
自
制
を
求
め
る
中
、
本
年
２
月
24

日
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
軍
事
侵
攻
し
た
。

　
ロ
シ
ア
の
力
に
よ
る
一
方
的
な
現
状
変
更
は
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
主
権
と
領
土
へ
の
重
大
な
侵
害

で
あ
り
、
国
際
社
会
の
平
和
と
秩
序
、
安
全
を

脅
か
し
、
か
つ
明
ら
か
に
国
際
法
・
国
連
憲
章

に
違
反
す
る
行
為
で
あ
り
、
断
じ
て
容
認
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
。

　
よ
っ
て
、
本
市
議
会
は
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク

ラ
イ
ナ
へ
の
攻
撃
や
主
権
侵
害
に
対
し
厳
重
に

抗
議
の
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
ロ
シ
ア
に
対

し
、ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
の
即
時
撤
収
、国
際
法
・

国
連
憲
章
を
遵
守
し
た
対
応
を
強
く
求
め
る
。

全
９
会
計
の
令
和
４
年
度
予
算
を
原
案
可
決

３
月
定
例
会
の
概
要

令
和
４
年
度
予
算
の
概
要

議
員
提
出
議
案
２
件
を
原
案
可
決

一般・特別会計

会　　計　　名 予　算　額

一般会計予算 278億8,000万円

特別会計 153億　100万円

国民健康保険 71億5,900万円

錦町土地区画整理事業 14億5,700万円

介護保険 55億5,100万円

後期高齢者医療 10億3,200万円

公共用地先行取得事業 1億　200万円

企業会計

会　計　名 予算科目 予　算　額

病院事業会計 収益的支出 32億2,131万3,000円

水道事業会計 収益的支出 14億　209万3,000円

公共下水道事業会計 収益的支出 15億5,419万6,000円

蕨市全体の予算

一　般　会　計 278億8,000万円

特　別　会　計 153億　100万円

企　業　会　計 61億7,760万2,000円

合　　　　　計 493億5,860万2,000円

３ 月 定 例 会
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　市議会では、令和４年度予算等の内容について、予算決算常任委員会の総務・環境福祉経済・教育まち
づくりの３つの分科会において、詳細にわたり審査を行っています。
　そのうち、令和４年度の主な新規・拡充事業について、審査を行った分科会ごとに紹介します。

令和４年度に実施する主な新規・拡充事業

◆新庁舎建設事業	 22億5,143万円
　�令和３年度から継続して新庁舎整備工事を実施し
ています。秋には鉄骨の骨組みができ、内外装工
事や設備工事を実施します。令和５年秋の供用開
始の予定です。

◆消防・感染対策用資機材の整備	1,099万円
　�酸素ステーションの設置にも対応できるエアーテ
ント資機材等を整備します。

◆多文化共生のまちづくりの推進	 156万円
　�３月に策定した「蕨市多文化共生指針」の概要版
を５か国語で作成するほか、窓口業務に多言語翻
訳機を導入します。

◆小学校体育館へのエアコン整備
	 １億424万円
　�今年度は北小学校と中央小学校の体育館にエアコ
ンを整備します。また、令和５年度の整備に向け
て新たに２校の設計を行います。

◆電子図書サービスの導入	 500万円
　�インターネット上で電子書籍の貸し出しを可能と
する電子図書館サービスを導入します。令和４年
度中に2,500冊程度の貸し出しを開始します。

◆学校トイレの改修	 2,325万円
　�今年度は南小学校、中央東小学校、第一中学校で
実施し、教育環境の改善を推進します。

◆�自治体DX（デジタル・トランスフォーメー
ション）の推進	 2,236万円

◦�各種申請書を書かずに手続きをすることが可能と
なる異動受付支援システムを市民課に導入します。
令和５年度の新庁舎開庁に合わせて運用開始を目
指し、今年度は準備経費を計上しています。
◦�令和４年10月より、市民課が発行する住民票の
写しや戸籍証明などの証明書等の手数料の支払い
に電子決済（クレジットカード、電子マネー、
QRコード）を導入します。
◦�職員がシステムに手入力している定型業務を対象
として、業務の効率化や費用対効果が期待できる
業務にＡＩやＲＰＡ（業務自動化プログラム）を
導入します。

◆大荒田交通公園施設改修工事の設計
	 734万円
　�安全で快適に過ごせる公園を目指し、管理棟や舗
装、信号機等を改修するための設計を行います。

◆錦町地区街区公園整備基本構想の策定
	 583万円
　�今後整備予定の６つの公園について、ワークショ
ップ形式により市民の意見を取り入れながら基本
構想を策定し、特色ある公園づくりを目指します。

◆橋りょう改修事業の推進	 ２億9,774万円
　�塚越陸橋跨線部と蕨跨線人道橋の修繕工事等を
JR東日本に委託して実施します。

総　務　分　科　会

◆新型コロナウイルスワクチン接種事業
	 ３億1,227万円
　３回目の接種を継続して実施します。

◆産婦健康診査の助成・産後ケア事業の実施
	 340万円
　�４月から助成券5,000円分を交付して受診を促し、
産後うつなどの予防を図ります。また、産後に心
身の不調などが認められる方に助産師による訪問
保健指導や育児相談などを実施します。

◆第３次環境基本計画の策定	 642万円
　�令和５年度から10年間の計画を策定し、環境に
やさしいまちづくりを推進します。

◆こども医療費無料化の拡充	 150万円
　�令和４年10月診療分より、入院の助成対象年齢
を満18歳（現行15歳）までに拡充します。

◆�シティプロモーションの推進	 474万円
◦�地域資源である「わらびりんご」の更なる進展に
向け、生産体制の強化や商品開発を進めます。
◦�「さよなら私のクラマー」のグッズ作成など、ア
ニメツーリズムを推進します。
◦�第三期蕨ブランドを認定し、市内外へＰＲします。

◆�中心市街地の活性化	 750万円
　�３月策定のプランに基づきエリアリノベーション
事業やにぎわい創出事業等を３か年で推進します。

環境福祉経済分科会

教育まちづくり分科会
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代表質問とは

一般会計当初予算案や市政全体に
わたり、各会派の代表者１名と、
２人以上の議員で構成する会派に
所属していない議員がそれぞれの
持ち時間で質問する制度です。

代 表 質 問

議
員
行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化

に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
向
上
と
同

時
に
、
市
民
生
活
に
お
け
る

Ｄ
Ｘ
を
推
し
進
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
デ
ジ
タ
ル
に
よ

る
ま
ち
づ
く
り
構
想
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

総
務
部
長

更
な
る
行
政
の

デ
ジ
タ
ル
化
を
推
進
し
、
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
。

ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
に
不

慣
れ
な
方
に
ス
マ
ホ
教
室
の

開
催
を
予
定
し
て
い
る
。

議
員
生
活
都
市
と
は
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
技
術
を
行
政
サ
ー
ビ
ス

や
教
育
、
災
害
対
策
等
に
取

り
入
れ
、
市
民
が
上
質
か
つ

安
全
・
安
心
な
生
活
を
送
る

こ
と
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い

る
。
住
宅
都
市
か
ら
一
歩
先

に
進
ん
だ
生
活
都
市
へ
の
視

点
を
持
っ
て
、
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

議
員
一
般
会
計
予
算
は
、

過
去
最
高
額
の
約
２
７
８
億

円
と
な
っ
た
。
対
前
年
度
比

で
0.5
％
増
と
な
っ
た
詳
細
は
。

総
務
部
長

新
庁
舎
整
備
事

業
や
駅
西
口
市
街
地
再
開
発

事
業
、
小
学
校
改
修
事
業
の

増
な
ど
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

議
員
コ
ロ
ナ
禍
で
あ
っ
て

も
市
税
は
前
年
度
を
上
回
っ

て
計
上
し
て
い
る
。
貴
重
な

財
源
を
積
極
的
、
か
つ
有
効

的
に
活
用
い
た
だ
き
た
い
。

議
員
新
規
事
業
の
産
後
ケ

ア
事
業
を
ど
の
よ
う
に
考
え
、

充
実
さ
せ
て
い
く
の
か
。

健
康
福
祉
部
長

母
親
の
孤

立
を
防
ぎ
、
地
域
で
さ
ま
ざ

ま
な
支
援
を
行
う
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。
育
児
不
安
等
を

抱
え
る
出
産
後
１
年
以
内
の

母
子
に
対
し
て
、
健
や
か
な

育
児
が
で
き
る
よ
う
支
援
す

る
産
後
ケ
ア
事
業
を
実
施
す

る
。
ま
た
、
お
お
む
ね
出
産

後
１
か
月
の
産
婦
に
行
う
健

康
診
査
に
１
件
５
０
０
０
円

の
助
成
を
実
施
す
る
な
ど
、

産
後
事
業
の
充
実
を
図
る
。

議
員
未
来
へ
の
投
資
と
い

う
視
点
で
市
立
病
院
の
あ
り

方
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

病
院
事
務
局
長

未
来
へ
向

け
て
発
展
を
し
て
い
く
た
め

に
は
、
病
院
の
安
定
経
営
や

建
物
の
耐
震
整
備
が
大
き
な

課
題
だ
と
考
え
て
い
る
。
コ

ロ
ナ
禍
に
よ
る
経
営
へ
の
影

響
は
続
い
て
い
る
が
、
安
定

経
営
に
向
け
た
努
力
を
続
け

る
。
建
物
の
耐
震
整
備
に
つ

い
て
は
、
今
年
度
末
ま
で
に

方
向
性
を
取
り
ま
と
め
た
い
。

議
員
令
和
３
年
度
は
、
２

年
ぶ
り
に
年
末
の
夜
警
や
、

ク
リ
ー
ン
わ
ら
び
市
民
運
動

が
実
施
さ
れ
た
。
コ
ロ
ナ
禍

で
激
変
し
た
市
民
活
動
を
今

後
ど
う
立
て
直
す
の
か
。

市
民
生
活
部
長

各
町
会
が

運
営
に
大
変
ご
苦
労
さ
れ
て

い
る
。
町
会
と
行
政
は
、
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
上
で
の

車
の
両
輪
で
あ
り
、
町
会
の

健
全
な
運
営
及
び
活
動
の
推

進
を
引
き
続
き
支
援
す
る
。

住宅都市から生活都市へ！令和４年度予算概要と主な事業について

令
政
ク
ラ
ブ

前
川
　
や
す
え

時
代
に
即
し
た
Ｄ
Ｘ

の
推
進
に
つ
い
て

積
極
的
な
財
政
運
営

を
問
う

産
後
ケ
ア
事
業
か
ら
み
る

子
育
て
支
援　
母
子
保
健

未
来
へ
の
投
資

市
立
病
院
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

と
の
共
生
と
市
民
活

動
に
つ
い
て
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議
員
コ
ロ
ナ
禍
で
、
社
会

全
体
を
い
か
に
ス
ム
ー
ズ
に

動
か
す
の
か
は
、
政
治
の
か

じ
取
り
が
大
事
だ
と
思
う
。

そ
れ
も
国
だ
け
で
は
な
く
、

市
民
の
暮
ら
し
を
い
か
に
守

れ
る
か
は
地
方
政
治
に
問
わ

れ
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
、

今
後
の
市
内
事
業
者
へ
の
支

援
策
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

市
民
生
活
部
長

大
変
厳
し

い
経
営
状
況
に
置
か
れ
て
い

る
市
内
事
業
者
の
支
援
の
た

め
、
こ
れ
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な

経
済
対
策
を
行
っ
て
き
た
。

新
年
度
に
お
い
て
も
コ
ロ
ナ

の
感
染
状
況
等
を
見
な
が
ら
、

こ
れ
ま
で
市
が
実
施
し
た
経

済
対
策
の
成
果
や
、
国
・
県

の
経
済
対
策
の
動
向
な
ど
、

総
合
的
に
勘
案
し
た
う
え
で

議
員
は
じ
め
に
、
ロ
シ
ア

の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
に
抗
議

し
、
戦
争
に
反
対
す
る
人
た

ち
と
の
連
帯
を
表
明
す
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
は
予
断
を
許
さ
な

い
。
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え

た
社
会
へ
の
展
望
は
、
感
染

防
止
、
医
療
体
制
の
充
実
、

く
ら
し
や
営
業
へ
の
支
援
等
、

し
っ
か
り
し
た
対
策
が
前
提

で
あ
り
、
市
民
に
身
近
な
蕨

市
政
の
役
割
は
一
層
重
要
。

ま
た
、
今
後
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に

代
表
さ
れ
る
未
来
を
展
望
し

た
課
題
も
重
視
す
べ
き
。
と

こ
ろ
で
、
市
民
生
活
や
営
業

の
状
況
に
つ
い
て
の
認
識
は
。

総
務
部
長

新
型
コ
ロ
ナ
の

影
響
で
く
ら
し
は
困
窮
し
、

地
域
経
済
へ
の
影
響
は
大
変

厳
し
い
状
況
に
あ
る
。
12
月

補
正
で
市
内
小
規
模
事
業
者

へ
の
感
染
対
策
経
費
補
助
事

業
や
Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
キ
ャ
ン

効
果
的
な
事
業
実
施
の
方
策

を
引
き
続
き
検
討
し
た
い
。

議
員
お
亡
く
な
り
に
な
っ

た
方
の
遺
族
が
手
続
き
で
い

く
つ
も
の
窓
口
を
回
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
１
つ
の
窓

口
で
済
む
よ
う
な
（
仮
称
）

「
お
く
や
み
窓
口
」
の
設
置

が
必
要
だ
と
考
え
る
が
、
市

長
の
見
解
は
ど
う
か
。

市
長
１
つ
の
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
あ
り
方
だ
と
思
う
が
、

そ
れ
相
応
の
職
員
数
が
必
要

で
、
手
間
が
か
か
る
部
分
も

あ
る
。
人
の
配
置
も
税
金
で

あ
り
、
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
を

考
え
な
が
ら
、
検
討
し
て
い

く
課
題
だ
と
考
え
て
い
る
。

議
員
市
と
し
て
、
ど
の
よ

う
な
見
解
を
持
っ
て
い
る
か
。

市
民
生
活
部
長

カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向
け
た
地

球
温
暖
化
対
策
は
地
球
規
模

で
対
応
す
べ
き
課
題
だ
と
認

識
し
て
い
る
。
パ
リ
協
定
の

長
期
目
標
と
し
て
、
気
温
上

昇
を
産
業
革
命
前
と
比
べ
て

1.5
度
に
抑
え
る
努
力
目
標
が

ペ
ー
ン
等
を
実
施
。

議
員
現
状
や
対
策
に
つ
い

て
市
長
の
見
解
は
ど
う
か
。

市
長
全
力
を
尽
く
し
て
対

応
し
て
き
た
。
状
況
は
感
染

者
数
の
高
止
ま
り
等
も
あ
り
、

予
断
を
許
さ
な
い
。
ま
ず
は

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
推
進
し
、

市
立
病
院
の
対
応
等
に
全
力

を
挙
げ
る
。
感
染
者
へ
の
支

援
体
制
な
ど
の
備
え
も
重
要
。

議
員

市
立
病
院
で
の
検

査
・
診
療
状
況
は
ど
う
か
。

病
院
事
務
局
長

２
月
24
日

現
在
、
令
和
３
年
度
の
検
査

件
数
９
０
９
８
件
。
陽
性
者

の
入
院
受
け
入
れ
は
48
名
等
。

議
員
重
要
な
役
割
を
果
た

し
て
い
る
。
地
域
医
療
構
想

に
関
す
る
見
解
・
対
応
は
。

病
院
事
務
局
長

こ
の
間
、

再
編
統
合
は
議
論
さ
れ
て
い

な
い
。
現
在
の
機
能
維
持
を

基
本
に
必
要
な
検
討
を
行
う
。

議
員
第
３
次
環
境
基
本
計

画
策
定
に
つ
い
て
の
見
解
は
。

市
民
生
活
部
長

第
２
次
環

境
基
本
計
画
策
定
以
降
、
パ

リ
協
定
の
発
効
な
ど
、
環
境

明
示
さ
れ
る
な
ど
、
国
際
社

会
が
協
力
し
て
取
り
組
む
課

題
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ

た
。
こ
の
よ
う
な
世
界
的
な

取
り
組
み
の
末
端
を
担
う
べ

く
、
引
き
続
き
地
方
自
治
体

と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
環
境

施
策
に
取
り
組
み
た
い
。

議
員
事
業
開
始
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
と
市
民
へ
の
周
知
は

ど
の
よ
う
か
。

教
育
長

令
和
４
年
度
に
早

急
に
事
業
者
を
選
定
し
、
電

子
書
籍
の
選
書
作
業
等
を
行

い
、
サ
ー
ビ
ス
開
始
ま
で
半

年
ほ
ど
か
か
る
と
考
え
て
い

る
。
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
決
ま

っ
た
ら
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

広
報
紙
な
ど
で
周
知
を
図
る
。

議
員
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

病
院
収
益
増
を
ど
う
考
え
て

い
る
の
か
。

病
院
事
務
局
長

コ
ロ
ナ
禍

で
収
益
は
減
少
傾
向
で
あ
る
。

医
療
機
関
と
の
連
携
を
通
じ

た
入
院
患
者
の
確
保
に
力
を

入
れ
る
と
と
も
に
、
発
熱
外

来
や
３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
業
務
に
力
を
入
れ
た
い
。

を
め
ぐ
る
状
況
は
大
き
く
変

化
。
第
３
次
環
境
基
本
計
画

策
定
で
は
、
大
規
模
な
計
画

内
容
の
改
定
を
見
込
む
。
法

が
定
め
る
事
務
事
業
編
に
加

え
、
努
力
義
務
の
当
該
区
域

施
策
編
の
策
定
も
予
定
す
る
。

議
員
市
長
の
市
政
に
あ
た

る
思
い
は
ど
う
か
。「
温
暖
化

対
策
」「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
」

等
提
案
し
て
き
た
が
、
次
期

将
来
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
を
控

え
、
課
題
認
識
は
ど
う
か
。

市
長
「
あ
っ
た
か
市
政
」

の
原
点
を
貫
き
、
コ
ロ
ナ
対

応
に
全
力
。
同
時
に
、
こ
ど

も
医
療
費
無
料
化
（
入
院
）

18
歳
ま
で
の
拡
大
な
ど
、
将

来
ビ
ジ
ョ
ン
・
マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
の
推
進
・
加
速
化
に
あ
た

る
。
次
期
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
の

検
討
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
成

果
の
上
に
、
さ
ら
に
住
み
よ

い
ま
ち
づ
く
り
を
前
進
さ
せ

る
こ
と
が
大
切
。
そ
の
う
え

で
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
や
新
し
い
生

活
様
式
な
ど
を
踏
ま
え
る
必

要
が
あ
る
。
策
定
に
多
く
の

市
民
に
参
加
し
て
い
た
だ
く

取
り
組
み
も
工
夫
し
な
が
ら
、

蕨
市
が
さ
ら
に
飛
躍
し
て
い

け
る
よ
う
取
り
組
み
た
い
。

令和４年度の行政運営及び市長の施政方針について

命とくらし守る市政の役割を果たし、コロナ禍を乗り越えた社会の展望を

公
明
党

大
石
　
幸
一

日
本
共
産
党

鈴
　
木
　
　
智

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
対
策
に
つ
い
て

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
の
体
制
に
つ
い
て

電
子
図
書
貸
し
出
し

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

市
立
病
院
に
つ
い
て

コ
ロ
ナ
対
策
と

市
立
病
院
の
役
割

環
境
問
題
・
温
暖
化

対
策

市
政
運
営
に
つ
い
て

窓
口
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

サ
ー
ビ
ス
「
お
く
や

み
窓
口
」
の
設
置
を



わらび市議会だより

わらび市議会だより No.218 6

議
員
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

運
行
業
務
補
助
金
が
９
０
０

０
万
円
以
上
計
上
さ
れ
、
非

常
に
大
き
い
額
と
な
っ
て
い

る
が
、
減
価
償
却
費
と
人
件

費
の
内
訳
は
ど
の
よ
う
か
。

市
民
生
活
部
長

減
価
償
却

費
が
８
５
７
万
円
、
人
件
費

が
６
５
８
９
万
円
で
あ
る
。

議
員
人
件
費
の
う
ち
、
前

年
度
か
ら
の
増
額
分
は
。

市
民
生
活
部
長

約
２
１
０

０
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

議
員
ス
マ
ー
ト
窓
口
の
準

備
経
費
が
計
上
さ
れ
て
い
る

が
、
将
来
的
に
オ
ン
ラ
イ
ン

窓
口
化
構
想
の
考
え
は
。

市
民
生
活
部
長

現
行
で
転

出
届
な
ど
を
電
子
申
請
で
行

う
こ
と
が
で
き
る
が
、
関
連

す
る
各
課
で
の
手
続
き
も
す

べ
て
オ
ン
ラ
イ
ン
で
完
了
す

る
こ
と
は
現
時
点
で
は
で
き

な
い
た
め
、
そ
う
い
っ
た
課

題
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

議
員
留
守
家
庭
児
童
指
導

室
（
学
童
室
）
を
市
の
直
営

か
ら
民
間
委
託
す
る
こ
と
に

つ
い
て
、
他
市
で
は
民
間
学

童
室
の
ほ
う
が
英
会
話
教
室

等
と
連
携
し
て
学
習
指
導
を

実
施
す
る
な
ど
、
創
意
工
夫

で
人
気
を
集
め
て
い
る
。
積

極
的
に
民
間
委
託
を
進
め
る

べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

健
康
福
祉
部
長

今
回
の
民

間
委
託
は
人
員
不
足
で
の
対

応
で
あ
り
、
今
後
積
極
的
な

委
託
化
の
方
針
は
な
い
。

議
員
市
長
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

の
「
路
上
喫
煙
防
止
対
策
の

推
進
」の
項
目
が
二
重
丸（
実

施
済
）
と
な
っ
て
い
る
。
努

力
は
し
て
い
る
が
、
私
は
道

半
ば
だ
と
思
っ
て
い
る
。
評

価
が
甘
い
の
で
は
な
い
か
。

市
民
生
活
部
長

令
和
２
年

５
月
に
駅
前
西
口
喫
煙
所
を

廃
止
し
、
路
面
シ
ー
ト
の
設

置
や
巡
回
指
導
な
ど
の
対
策

を
行
い
、
路
上
喫
煙
が
減
っ

て
き
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

議
員
評
価
と
い
う
観
点
か

ら
、
市
が
実
施
し
て
い
る
行

政
評
価
に
つ
い
て
、「
見
直

し
」「
廃
止
」
に
言
及
す
る

項
目
が
少
な
い
と
感
じ
る
。

他
市
の
行
政
評
価
で
は
、
業

務
改
善
に
よ
る
削
減
額
が
公

開
さ
れ
て
い
る
事
例
も
あ
る

の
で
、
本
市
も
ぜ
ひ
具
体
的

な
削
減
額
を
明
記
す
る
な
ど
、

改
善
を
要
望
す
る
。

議
員
フ
ァ
イ
ザ
ー
社
製
に

比
べ
て
、
モ
デ
ル
ナ
社
製
の

予
約
率
が
低
い
。
対
策
は
。

健
康
福
祉
部
長

モ
デ
ル
ナ

社
製
の
ワ
ク
チ
ン
の
ほ
う
が
、

抗
体
が
上
が
る
と
い
う
デ
ー

タ
が
あ
る
の
で
、
そ
う
い
っ

た
こ
と
の
紹
介
も
含
め
て
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
周
知
を

検
討
し
た
い
。

議
員
５
歳
か
ら
11
歳
の
方

に
関
し
て
も
、
希
望
す
る
方

に
早
く
接
種
し
て
ほ
し
い
と

案
内
す
る
の
は
も
ち
ろ
ん
必

要
だ
が
、
予
防
接
種
法
の
規

定
に
基
づ
い
て
、
接
種
を
受

け
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う「
努
力
義
務
」

を
保
護
者
に
課
す
こ
と
が
見

送
ら
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、

本
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
し

っ
か
り
周
知
す
べ
き
と
考
え

る
。
強
く
要
望
す
る
。

令和４年度予算や市長マニフェスト、コロナ対応など、市長の市政運営全般を問う！
日
本
維
新
の
会
・
無
所
属
連
合

中
野
　
た
か
ゆ
き

一
般
会
計
当
初
予
算

の
歳
出
に
つ
い
て

市
長
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

評
価
は
妥
当
か
？

３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
事
業
に
つ
い
て

議
員
こ
れ
ま
で
個
人
市
民

税
の
収
納
率
は
、
県
下
ワ
ー

ス
ト
１
と
い
う
不
名
誉
な
状

況
が
続
い
て
い
る
が
、
新
年

度
に
お
け
る
収
納
率
向
上
策

と
数
値
目
標
は
ど
う
か
。

総
務
部
長

滞
納
整
理
事
務

の
経
験
を
有
す
る
徴
収
専
門

員
１
名
の
配
置
等
の
ほ
か
、

県
と
の
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
を
今
年
度
は
本
市
に

設
置
し
、
県
税
事
務
所
か
ら

２
名
の
常
駐
職
員
の
派
遣
を

議
員
糖
尿
病
性
腎
症
重
症

化
予
防
対
策
事
業
に
つ
い
て
、

糖
尿
病
か
ら
人
工
透
析
に
な

る
と
、
多
額
の
医
療
費
が
か

か
る
。
新
た
に
始
め
る
事
業

の
内
容
と
医
療
費
削
減
効
果

に
つ
い
て
は
、
ど
れ
だ
け
期

待
で
き
る
の
か
。

市
民
生
活
部
長

内
容
と
し

て
は
、
健
康
課
題
が
あ
る
高

齢
者
へ
の
個
別
的
な
支
援
と

し
て
、
糖
尿
病
性
腎
症
等
の

通
院
患
者
の
う
ち
、
重
症
化

受
け
、
個
人
住
民
税
の
滞
納

整
理
を
集
中
的
に
推
進
し
、

収
納
率
の
向
上
に
努
め
る
。

議
員
新
年
度
も
市
独
自
の

新
型
コ
ロ
ナ
緊
急
対
策
と
し

て
第
７
弾
等
を
継
続
し
て
実

施
す
る
考
え
は
な
い
か
。

総
務
部
長

今
後
も
感
染
状

況
や
社
会
経
済
状
況
を
的
確

に
見
定
め
、
国
や
県
の
取
り

組
み
等
も
踏
ま
え
な
が
ら
、

市
に
求
め
ら
れ
る
対
策
に
つ

い
て
、
財
源
等
も
勘
案
し
つ

つ
引
き
続
き
検
討
し
た
い
。

議
員
２
０
２
５
問
題
が
喫

緊
の
課
題
と
し
て
迫
っ
て
い

る
が
、
そ
の
課
題
と
対
策
に

す
る
リ
ス
ク
の
高
い
方
に
対

す
る
保
健
指
導
を
国
民
健
康

保
険
と
一
体
的
に
実
施
す
る
。

医
療
レ
セ
プ
ト
・
健
診
デ
ー

タ
を
も
と
に
対
象
者
を
抽
出

し
、
４
回
の
保
健
事
業
を
行

う
予
定
と
な
っ
て
い
る
。
人

工
透
析
に
な
る
と
、
一
人
当

た
り
年
間
約
５
０
０
万
円
の

医
療
費
が
か
か
る
。
将
来
的

な
医
療
費
の
抑
制
に
一
定
の

効
果
が
生
ま
れ
る
も
の
と
考

え
て
い
る
。

議
員
塚
越
方
面
に
自
転
車

つ
い
て
ど
う
か
。

健
康
福
祉
部
長

課
題
と
し

て
、
高
齢
者
の
み
の
世
帯
や

単
身
世
帯
の
増
加
傾
向
が
加

速
し
、
高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ

ス
や
訪
問
介
護
な
ど
の
ニ
ー

ズ
が
よ
り
高
ま
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
こ
と

か
ら
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
と
適
正
な
運
営
を
図

り
、
住
み
な
れ
た
地
域
で
暮

ら
す
こ
と
の
で
き
る
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
深
化
・

推
進
を
目
指
し
た
介
護
予
防

事
業
、
生
活
支
援
体
制
整
備

事
業
、
認
知
症
総
合
支
援
事

業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

で
行
き
来
す
る
の
は
、
蕨
陸

橋
も
塚
越
陸
橋
も
体
力
的
に

き
つ
い
の
で
、
多
く
の
方
が

蕨
跨
線
人
道
橋
を
利
用
す
る
。

工
事
で
通
行
止
め
と
な
る
こ

と
が
あ
る
の
な
ら
、
期
間
を

短
く
し
て
ほ
し
い
が
、
そ
の

見
通
し
は
ど
の
よ
う
か
。

都
市
整
備
部
長

橋
の
上
部

分
の
橋
面
工
事
で
は
、
一
定

の
通
行
止
め
が
想
定
さ
れ
る
。

施
工
者
に
は
、
な
る
べ
く
期

間
が
短
く
な
る
よ
う
な
工
夫

を
す
る
よ
う
お
願
い
す
る
と

と
も
に
、
工
事
期
間
に
つ
い

て
は
事
前
に
市
民
に
お
知
ら

せ
し
て
い
き
た
い
。

過
あやま

ちて改
あらた

めざる、是
これ

を過
あやま

ちと謂
い

う。賴髙市政に箴
しん

言
げん

！糖尿病から人工透析になるのを防ぎ、増え続ける医療費の削減を

立
憲
民
主
党

一
関
　
和
一

無
所
属

榎
本
　
和
孝

自
転
車
で
の
線
路
越
え
は

き
つ
い
の
で
配
慮
を


